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1　は　じ　め　に

陽イオン交換容量（CEC）は，土壌地力を評価する指榛

として，土壌診断に利用されている。現在，ショーレンベ

ルガー法t）が用いられており，約50点を分析するのに火山

灰土壌で約5日間かかり，分析環境及び操作熟練度によっ

て分析精度・正確さに影響を与える。そこでpH7酢安抽

出加圧濾過3）・フローセル法（本法）による耕地土壌の陽

イオン交換容量迅速定量を検討し確立した。

2　試　験　方　法

日）供試土壌：岩手県経済連土壌診断センターが採取し

た岩手県内の各種耕地土壌及び東北農試構内人工圃場土壌

を用いた。

（2）装置：全農型陽イオン交換容量抽出装置一式，電気

化学計器製10C－10型イオンメーター，試作フローセル装

置（図1）。

（8）試薬液の調製1）酢酸アンモニウム液：1∠ビーカ

ーに酢酸アンモニウム（NH4CH3CO2）77．1タを採り水

で溶解。簡易pHメーターを用い，希水酸化アンモニウム

液及び希酢酸液を添加しながら，pH7．0に調製し再び水を

加えメスシリンダーで1上とした。

2）メチルアルコール：1∠ビーカーに99％メチルアル

コール808〟を採り150〟の水を添加し，BTB試験紙を用

い希水酸化アンモニウム液を加えpH7に調製しメスシリ

ンダーを用いて1上として用いた。

8）塩化カリウム液：1∠ビーカーに塩化カリウム（KCU

100タを採り水を添加し溶解したのち，メスシリンダーで1

上として用いた。

4）水酸化ナトリウム液：1∠ビーカーに水酸化ナトリ

ウム（NaOH）87を採り，水を添加し溶解した後，メス

シリンダーで1∠として用いた。

5）窒素標準液：特級塩化アンモニウム（NH4CI）

3・819gを正確に1000mg定容フラスコに採り，水を加えて

溶解し定容とした（N叩／戚）。使用の都度，希釈して，

液量100〟につき塩化カリウム10タの割合に添加して標準

液を調製した。

（4）分析操作1）試料液の調製：CEC用漏斗内に目皿，

濾紙，リングの順に入れ固定する。漏斗の足にシリコン菅

及びピンチコックを付け，シリコン管を閉じる。酢酸アン

モニウム液15mgを入れる。風乾土（21靭帯全通）1㌢を正

確に採り，加え，静かに揺り動かす。約15分間静置してか

ら，ピンチコックを開き酢酸アンモニウム液を流下させる。

再び酢酸アンモニウム液を加え同様の操作を2～3回繰り

返した後，加圧器を用いて完全に酢酸アンモニウム液を抜

く。漏斗の足などに付着した液はチリ紙などでよく拭く。

次にメチルアルコール液5，扉ずつ2回使用して試料土壌を

良く洗浄し最後は加圧器を使用して液を完全に抜く。ピン

チコックを閉じてから，塩化かノウム液10mgを正確に加え，

揺り動かした後約15分間放置，新しい20～50mg容器に濾液

を移す。塩化カリウム添加抽出操作を2回繰り返した後，

加圧濾過器で塩化カリウム試料液を完全に容器に移す。塩

化カリウム試料液をよく撹拝して試料液とした。

2）定量：図1に示したフローセル分析装置へ試料液を
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供 武 土壌 採 取 条 件 加　 J　 ろ　 過 シ，一レンベル〝一

lb　 採 取地　 作　 目　　　　　 土 色　 上性
7 P ▲・セル F IA 曙 光先憂

7 8 一七lレ　　 F I A
l 匝】　 2 1可 2 回 2 【ロ】

1　 江刺市　 ホ ブ ナ　　　　　 灰　 鵡　 S L 川　　　 17 11 1 1 l：I　　　 1 2

2　 象山町　 牧　 草　　　　 暗赤 色　 C 8．5　　 1 1 1 2 9．2 12　　　　　 9．5

】　　　　　　　　　　　　　 桟　 鵡　 C 1 1　　 14 1二I り 15　　　　 t 5

1　　　　　　　　　　　　　 晴赤 色　 C 1 1　　 15 lJl 1 1 lb　　　 1 3

5　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一一　　 C 川　　　　 2 1 17 17 18　　　　 18

l　　 ′　　　　　　　　　　　　　　 一　　 C 沌　　　　 22 ！1 ll 22　　　　 20

7　　　　　　　　　　　　　　　　 褐　　 C L 20　　　 3 0 29 2 3 2b　　　　 28

8　　 ・・　　　　　　　　　　　　　 －　　 C 20　　　 27 29 2 4 28　　　　 29

9　 盛 岡ホ　 イ チ ⊃‘　　　　 暗　 褐　 C L 25　　　 拍 3 1 2 1 ユ1　　　　 二Il

10　　　　　　　　　　　　　　　 盟　 掲　 C L 22　　　 3 1 3 2 27 ユ2　　　　 】2

lt　　　　　　　　　　 ハウス　 曙　 褐　 C L 2‘　　　 】3 加 J l 川　　　 】7

12　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －　　 C L 25　　　 】3 3 3 3 1 3 1　　　 33

13　　　　　　　　　　　　 一　　 関　 褐　 C L 30　　　 4 0 4 0 】8 邦　　　　 小）

‖　　　　　　　　　　　 一　　 昭　 褐　 C L 29　　　 4 0 1 1 3 7 4 2　　　 12

15　 i【削市　 レ タ ス　　　　　　 果　　 し ti　　　 5 0 6 2 ‘0 5 9　　　　 59

11　 盛 岡市　 イ チ ゴ　　　　 男　 褐　 C 34　　　 4 5 4 9 1 2 5 0　　　　 －17

17　 和 触町　 皐】ウ リ　　　　　　 属　　 し 小　　　 研 8 5 1 3 l！　　　 1 7

18　 繁 盛町　 水　 橋　　　　 紫　 褐　 C L ユ5　　　 5 5 5 3 1 9 5 1　　　 5 1

19　 穐 沢村　　 ミ　ツ バ　 ハウス　　 別　　 C L 1 6　　　　 7 1 7 0 り 7 1　　　 7 1

2 0　 江 卿市　 レ タ ス　　　　　　 ー　　 L 1 7　　　 6 5 も2 6 9 6 1　　　 8 5

注．採t：野手覿鐙済遵土壌鯵新センター　FIA：フローインジ1クシ。ン纏l〉
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流し込み，試料液中のアンモニウム洩度を求め，陽イオン

置換容量を算出した0なおアンモニウムイオンメーターは，

演度差の大きい試料液を測定するときは，空試験水（塩化

カリウム液）で良く洗浄しないと，正や負の誤差を生じや

すいので注意が必要である。

3　結　　　　　果

日）各種土壌：分析の正確さについて検討し表1に示し

た。酢酸アンモニウム洗浄回数（アンモニア置換）が少な

表2　分折精度

いと，特に火山灰土壌のCECが低い値を示す。これには

2～3回のデカンテーション抽出を行えば，十分であった。

（2）分析精度：検討した結果は表2に示した。本法の分

析精度はCV4～8％であった。

（3）圃場調査への応用：劇巴連用試験土壌を本法で定量

し，表3に示した。本法とショ・，レンベルガー法は良く一

致した。また厩肥施用量に従ってCECは各種土壌とも増

加し，特に中佐火山灰土壌は60me／100グ乾土にもなっ

た。

（乾土CECme／100㌢）

定　　　　 量 中 性 火 山 灰 酸 性 火 山 灰 花 崗 岩 質 神　　 栖

抽 出 測　 定 X　　 S x　　 C V X　　 S x　　 C V X　　　 S x　　 C V X　　 S x　　 C V

加 圧 濾 過 フローセル 47　 1．8　　 3．8 49　　 2．0　　 4．1 18　　 1．3　　 7．1 30　　 2．4　　 8．0

F IA 46　 1．3　　 2．8 43　　 0．8　 1．8 16　　 0，8　　 4．9 32　　 2．4　　 7．6

〝 吸 光 光 度 48　 1．6　　 3．3 47　　 0．6　 1．3 18　　 0．5　　 2．8 32　　 0．3　　 0．9

ショーレ ン フロー．セル 47　　 0．4　　 0．9 45　　 1．1　 2．4 19　 1．4　　 7．4 29　　 0．7　　 2．4
ベ ル カ　ー F IA 46　　 0．4　　 0．9 44　　 0．9　　 2．0 18　　 0．7　　 3．9 30　　 0．3　 1．0

注．繰り返し：n＝5，CV：％

哀3　厩肥連用試験区
（乾土CECme／100g）

【！1位火 山灰 酸性 火山灰 花 崗 岩 質

A B A B A B

沖　　　植

フローセル　 F IA F IA フローセル　 F IA F IA フローセル　 F IA F IA フローセル　 F IA

45　　　　 49 49 39　　　 44 42 15　　　 12 16 30　　　　 28

49　　　　 50 48 40　　　 46 43 14　　　 15 17 3 1　　　 28

54　　　　 54 50 47　　　　 46 46 16　　　 17 19 32　　　　 30

56　　　　 61 55 48　　　　 47 49 17　　　 19 19 33　　　　 32

60　　　　 67 60 54　　　　 53 53 2 1　　　 20 23 34　　　　 38

注．処理：10〃当たり施用量，経年数：約8年，跡目人工枠圃場工壌
抽出方法，A：加圧濾過，　B：ショーレンベルガー

4　ま　　と　　め

農業生産現場実験室におけるCEC定量法として本法

は，十分使用できるものと考えられる。
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